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＜連絡事項＞
・心電図検査は7/28（金）14時に変更となっています。

・7/28（金）のモーニングミーティングはありません。

・7/27（木）7/28（金）は売店が休みになります。

・入浴表の書式を変更しています。シャワー浴実施者も記入するようにしてください。
＜患者様連絡事項＞

・大久保　すい様～東病棟Ａユニットへ転出となっています。
・和田　昌様～便が出しづらいとの訴えあり、センナリドが処方以後定期となります。
また、右下の奥歯がかけた為歯科受診希望あり医事へ連絡しています。

・出河　攻様～本日、佐々木泌尿器科受診しています。次回は陰嚢胞腫が肥大してきたら受診予定となっています。受診時には事前に佐々木泌尿器科へ連絡し、検査が出来るかどうか確認してください。
・續石　啓介～8/16（水）10時ヘルパー付添いにてハーモニー歯科受診、8/23（水）14時ハピアスタッフと姉様が立ち会いにて障害者認定調査実施予定です。入院証明書は依頼済みです。
＜定期薬変更＞
・清水　徹様～リスペリドンOD(0.5)がリスペリドンOD(1)へ、オランザピンOD(5)がオランザピン(10)へ変更となっています。

＜田名部Ｄｒ診察情報＞

・木村　敬様～結核治療薬の服用については次回受診時に確認してくる事としています。臨時薬は同内容で7日分処方です。北病棟への移動は主治医より許可となっています。
・若松　千代司様～下肢の疼痛については軽減してきたとのことで、臨時薬が減薬となり7日分処方となっています。

・石井　幸子様～臨時薬はエビリファイが止め、リスペリドンODが増薬となり7日分処方となっています。

・工藤　綾子様～妄想に査収された発言や退院後の生活についての希望を話しています。主治医変更を希望されていますが変更しないこと伝えています。臨時薬は一部変更となり7日分処方となっています。
・成田　賀枝様～臨時薬は同内容で7日分処方、掻痒感の訴えありデルモゾールDP軟膏とフルオロメトロン点眼液が処方となっています。本日、栄養指導実施し、明日糖セット実施の指示となっています。
・袴田　将志様～臨時薬は同内容で7日分処方となっています。今後について、八戸で下宿して放送大学を使って資格を取ると話し青山荘の利用は拒否しています。父様と本人の希望が合わないため面談を実施する事としています。受け持ちスタッフは火～金の16時以降で調整してください。不眠時の継続指示は2時まで使用可となっています。
・山口　良枝様～入院環境や他患者様、アルコール依存症治療プログラムについての不満を話しています。夜間の睡眠も他者が部屋に入ってくることがあり断続的ではあるが休めているとのことで臨時薬は同内容で7日分処方となっています。
・三浦　久司様～臨時薬は同内容で7日分処方となっています。7/27（木）の面談は15:20に変更となっています。

・若松　澄子様～眠気の強い様子みられていますが、薬剤調整はせず様子観察となっています。現状態が続く様であれば薬剤調整を行う為、状態観察を続けてください。

・高橋　伸治様～右膝痛持続している為、ロキソプロフェンNaが7日分処方となっています。

＜皮膚科診察情報＞
・曽我　正子様～右第一趾腹に魚の目は本日除去しています。
・大上　なみ様～足指間の白癬は軽減傾向ですが軟膏塗布継続の指示となっています。

・續石　啓介様～仙骨部の表皮剥離は軽減傾向なため、軟膏処置は継続の指示となっています。

・大久保　光男様～上背部、両前腕、両下腿に紅褐色班みられ掻痒感強いことから慢性湿疹の診断にてデルモゾールDP軟膏塗布とタベジール内服の指示となりそれぞれ処方となっています。

・石井　幸子様～両足底に痒み等訴えあり、白癬疑いにてテルビナフィン塩酸塩クリーム塗布の指示となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～妄想様の訴えはなく夜間も休まれています。左手第3指に腫脹と疼痛の訴えあり、ハップスター貼付し経過観察となっています。
・鈴木　真知子様～朝食摂取せず、各食も残食見られています。プログラムも参加しますが眩暈を訴え見学していること多いです。治験に向け減薬中である為、引き続き精神症状の変化に注意してください。

・澤田　真理様～差し入れに関する訴えの多さありますが、各プログラムへは参加出来ており夜間の失禁もほとんどなく休むこと出来ています。流涎については再度主治医へ確認していくこととしています。

・下川戸　長司様～倦怠感の訴えは持続しており、昨晩は不眠訴え頓服薬服用しています。今は休息が必要な事を伝え、自身の状態や症状が理解できるようなかかわりを行っていきましょう。

・大橋　照子様～食事は1/2以上は摂取出来ており、昨日の採血の結果、Hbが4.7から8.1へ改善見られています。引き続き、定期的に血液検査実施し必要時には主治医より日赤病院へ連絡し輸血行っていくこととなっています。

